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1. はじめに 
1.1 背景 
昨今の公共投資をとりまく財政状況は厳しく、高

齢化が進展するなか、今後の投資に対する余力は今

後も減少する見通しとなっている。このような状況

のもと都市内道路のさらなる整備推進のために効果

的・効率的なネットワークの形成が求められている。 
また、事業計画（街路整備プログラム）について

行政の説明責任が重要視されるとともに、事業計画

の策定には客観性、公平性を確保する必要がある。 
1.2 従来手法における課題 
道路整備の事業計画策定手法について論じた研究

1）等によると道路整備順位設定における従来手法の

主な課題として次の 2 点が考えられる。 
(1) 道路機能の定量的評価 
アンケート調査等から道路機能別のウェイトを設

定しており、ある程度、設定者の主観が入ってしま

うため、十分な定量的評価が出来ていない。 
(2) 最適案の導出 
複数の事業計画案を作成し、それを対象に比較評

価を行い、最良の事業計画案を選択しているため、

最適の案を得られない可能性が考えられる。また、

事業計画案の作成の際に案作成者の判断により路線

を選択しているため客観性にも乏しい。 
1.3 道路整備順位設定に関する既往研究 
道路整備順位設定手法に関する既往研究は、大き

く二つに分けられ、一つは評価関数の設定に重心を

置いたものである。例えば、森津らによる多属性効

用関数による研究 2）があり、選好記録から効用関数

を求める方法は意思決定者が内在している評価構造

をより正確に引き出すことができる可能性があり、 
実用的で有効な方法であることがわかっている。 
他の一つは最適解の探索にかかわるものであり、

田村らの研究 3）では道路整備優先順位決定問題に

GA(遺伝的アルゴリズム)を適用することの有用性

が確認されている。また、青山ら 4）は高速道路ネッ

トワークの最適な段階的整備プロセスの探索に GA

を応用している。 
ただし、評価関数の設定および最適解の探索を組

み合わせた道路整備順位設定手法について論じた研

究はあまり多くはない。 
1.4 目的 
本研究では、ケーススタディとして K市を取り上

げて、改良一対比較法を用いた道路機能の評価（課

題(1)に対応）と GA を用いたネットワーク評価（課

題(2)に対応）を組み合わせて(図１)、従来手法を定

量的かつ客観的な手法で代替した事業計画策定手法

を構築することを目的とする。 
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図１ 事業計画策定手法の全体フロー 

2. 改良一対比較法を用いた道路機能の評価 
2.1 改良一対比較法の概要 
森津の研究 5）で提案された選好記録から多属性効

用関数を同定する手法(改良一対比較法：図２)を用

いて道路機能の評価を行った。一対の道路評価区間

を代替案として提示し、意思決定者に最も重要と思

われる属性（道路の機能）を選択させ、さらに、そ

の属性に基づき代替案の優劣を判断するという作業

を繰り返し行わせることにより、意思決定者の選好
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判断を記録し、この記録結果から各道路機能のウエ

イト付けを行うものである。 
一対の代替案を提示する

最も重要と思われる属性を選ばせる

選ばれた属性のそれぞれの代替案の値を示す

代替案の優劣の判断がついたかどうかを尋ねる

未調査の属性が残っている

Yes No

Yes No

 
図２ 改良一対比較法の概要 

2.2 改良一対比較法による結果の整理 
K 市における道路を評価するための機能として、1.

自動車交通路としての機能、2.公共交通空間機能、

3.歩行者･自転車通路としての機能、4.収容空間機能、

5.防災空間機能、6.アクセス機能、7.前面道路機能の

7 つを設定し、改良一対比較を行った。被験者は 8

名とし、そのうち有効回答者は 7 名となった。 
改良一対比較法によって求められた被験者ごとの

各道路機能のウエイトを図３に示す。図３の結果を

もとに被験者にヒアリングを行った結果、各道路機

能のウエイトは被験者の意思を反映されていた。 
以上のことから、改良一対比較法を用いて意思決

定者の選好判断を記録することにより、各道路機能

ごとのウエイトを客観的に設定することができ、さ

らにはこのウエイトを用いることにより、道路機能

を定量的に評価することができるものと判断される。 
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図３ 各道路機能のウエイト 

3. GAを用いたネットワーク評価 
改良一対比較法を用いた道路機能評価により設定

した各リンクの道路機能別の評価値に基づき、GAを

用いたネットワーク評価による事業計画（道路整備

順位設定）の策定を行う（図４）。ネットワーク評価

は GAを用いて、評価対象となる複数のネットワーク

案を更新し、更新して行く度に評価値の高いものへ

と徐々に収束させていき、最適なネットワーク案を

得ようとするものである（GA を用いた組合せ最適

化）。また、GA の評価方法は路線最適ネットワーク

の作成において、最良ものについては突然変異によ

る影響を受けないものとし、次世代に残すようにし

た。 
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図４ GAによるネットワーク評価のフロー 

4. まとめ 
本研究では、事業計画策定の従来手法を改良一対

比較法を用いた道路機能の評価および、GAによるネ

ットワーク評価を組み合わせて行うことで、定量的

かつ客観的な手法に置き換えることが出来た。 
今後の課題としては、ケーススタディによる適用

可能性の検証を行う必要がある。 
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